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料資

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
.の
人
口
統
計
続
篇

-Family reconstruction 

法
の
適
用
.

速

水

融

4
稿
は
三
田
学
会
雑
誌
第
五
十
九
巻
一
号
：(

昭
和
四
十
一
年)

に
掲
載
さ
れ 

た
前
稿
に
引
き
続
き
、
連
年
の
宗
門
改
帳
を
瓜
ぅ
る
農
村
の
人
口
史
研
究
で
あ 

る
。
前
稿
で
は
、

主
と
.し
て
基
礎
的
諸
指
標
の
検
出
に
努
め
た
が
、

本
稿
で 

は
、
紙
数
の
関
係
上
、
前
稿
で
は
省
略
せ
ざ
る
を

.え
な
か
っ
た
諸
指
標
と
、
最 

近
の
西
ョ
ー

P
ッ
パ
人
ロ
史
学

b:
s-
03.
£ d
e
m
o
g
r
a
p
h
y

に
お
い
て
、
，
大
い 

に
そ
の
意
義
を
認
め
ら
れ

.つ
：つ
あ
：る..family reconstruction

法
に
よ
る
家 

族
の
人
口
学
的
行
動
追
跡
調
丧
を
適
用
し
た
結
果
を
含
め
.て
報
告
し
た
い
と
考 

X.
る
。

こ
の 

family reconstruction 

又
は 

reconstitution 

法
に
つ
い
て
简
単 

に
紹
介
し
て
お
こ
ぅ
。
近
代
的
戸
籍
制
度
又
は
セ
ン
サ
ス
成
立
以
前
の
西
ョ
ー 

ロ
ッ
パ
人
口
史
研
究
め
基
礎
資
料
と
し
て
は
、-
.

.■教
区
簿
冊(parish registers)

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
区
員
の
出
生
の
際
の
洗
礼
、
，結
婚
の
登
録
、
：死
亡
に
際

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計
続
篇

.

し
て
の
埋
葬
等
を
記
録
す
る
。
こ
れ
ら
..を
、
_人
ロ
史
研
究
に
州
ぅ
る
こ
と
は

、
.
 

予
て
か
ら
行
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
.ー
夂
_五
〇
年
代
に
至
り
、

フ
ラ
ン
ス 

の

Louis 

H
e
n
r
y

に
ょ
っ
て
そ
の
徹
底
的
、

組
織
的
な
整
理
.
利
州
法
が 

開
発
さ
れ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
や
北
フ
ラ
ン
ス
諸
地
方
の
人
口
史
研
究
に
関
し
い
く 

つ
か
の
業
績
と
な
っ
て
公
表
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
出
生

.
•結
婚

.
死
亡
は
人
口 

変
化
の
主
要

#
素
で
'あ
り
、
と
れ
ら
、が
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
記
録
さ
れ
な
い
ま
で 

も

教

区

簿

冊

.■に
詳
細
に
.記
述
さ
れ
て
い
る
と

.こ
_ろ
に
注
目
す
る
。
.そ
し
て
、
 

個
々
バ
ー
ヴ
、、ハ
ラ
に
分
記
さ
れ
て
い
る
も
の
.を
、

一
夫
婦
を
単
位
と
し
て
、
こ
れ 

ら
.の
記
載
事
項

.か
ら
家
族
.を

reconstruct

す
る
と
い
ぅ
方
法
で
あ
る
。
そ
し 

て
ゾ
こ
れ
を
一
枚

.の
力
.丨
ド
に
書
き
込
み
、
そ
の
夫
婦
や
子
供
の
人
口
学
的
行 

動
を
す
べ
て
書
き
加
え
て
行
く
。
こ
れ
は
決
し
て
也
易
し
い
仕
事
で

.は
な
く
、
 

長
時
間
の
忍
耐
強
い
作
業
を
必
要
と

.す
る
も
の
.で
あ
る
が
、
仮
に
戸
籍
制
度
や 

.セ
ン
：サ
.ス
ガ
な
く
と
.も

.'.
こ
の
方
法
を
用
ぅ
る
.こ
と
に
よ
つ
て
さ
き
の
人
口
学 

上
の
三
要
素
忆
つ
い
て
は
相
当
高
い
信
頼
度
を
持
っ
た
多
く
の
指
数
を
得
る
こ

.

,

.
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と
が
で
き
る
の
で
あ
る

'
'特
.に
長
期
に
1:
っ
て
系
列
の
と
れ
る
場
合
、.，
諸
指
標 

の
時
間
的
経
過
に
伴
う
変
化
，
或
い
は
不
変
化
を
あ
と
づ
け

.る
こ
：と
、が

：：

で
..き 

る
。
.こ
.の
よ
う
な
資
料
を
得
る
こ
と
：に
.よ
.っ
て
西
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
；人
口
史
学
の
.
 

水
準
は
飛
躍
的
に
高
ま
り
、
現
在
で
は
フ
ラ
ン
ス
、
?ィ
ギ
リ

ス
に
お
い
て
盛
ん 

に
研
究
報
告
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
方
法
を
、
'わ
が
国
の
人
口
史
研
究
に
適
用
す
る
試
み
は
、
未
だ
な
さ
れ 

て
い
な
い
。：

速
年

.の
宗
門
改
帳
を
資
料
と
す
る
場
合
？
西
欧
と

.は
興
っ
て
、
'
す 

で

に

mj
^

^

nが
明
ら
‘か
で
.あ
り
、
そ
の
地
域
の
人
口
数
も
叨
ら
か
で
あ
る
。
 

出
生
や
死
亡
、
結
婚
の
記
栽
も
あ
る
じ
、
社
会
的
移
動
に
つ
い
て
：も

記

.^
が
あ
.
 

る
の
で
、
.'敢
え

てfamily..

.を.reconstruct.
す
る
必
要
ば
な
い
..と
.さ

え

も

い 

え
る
。
尤
も
、
宗
門
改
帳
が
宗
派
別
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
、

一i

豕
族
が
分
れ 

て
記
載
さ
れ
て
い
る
時
が
あ
る
か
ら
.、：
.こ
の
.場
合
■に
は
合
算
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
が
、
こ
の
作
業
はfamily reconstruction

の
困
難
さ

に
比
べ
れ
ば
も 

の
の
数
で
は
な
か
ろ
5*
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
方
法
を
適
用
す
る
必
要 

が
な
い
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
特
に
、
夫
婦
の
行
動
追
跡
調
杳
法
を
用 

い
て
、
い
く
つ
か
の

Is
要
な
人
口
学
的
指
標
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の 

丨A-
.で
西
欧
と
同
じ
方
法
を
用
う
る
事
に
は

21
要
な
意
義
が
あ
る
こ
と
に
な 

る
。
本
稿
で
は
、

一
つ
の
試
み
と
し
て
、
そ
の
方
法
を
適
用
し
て
み
た
。
第
三 

節

.の
諸
数
値
は
い
ず
れ
も
そ
の
結
果
で
あ
る

。

.

さ
て
、
.そ
れ
で
は
宗
門
改
帳
は
、
記
述
の
正
確
性
と

.い
う
点
.で
.こ
，の
よ
う
な 

方
法
を
用
：い
て
分
析
す
る
に
値
寸
る
资
料
だ
ろ

'̂
か
。
，
い
か
に
良

.質
，と
は
い 

え

、

や

，は
：り

宗

門

改

帳

の

記

述

.は
再
パ
ー
セ
ン
W
正
確
で
.あ

で

は

な

‘ 

i

 

い
。
出
生
や
死
亡
、
結
婚
、
移
動
の
法
的
な
登
録
制
度
の
な
い
社
会
で
あ
る
か

*■

»

五

四

(

一
一
六
〇)

ら
、
■'こ
れ
ら
.の
点
で
不
備
の
：あ
る
め
は
.当
然
で
あ
る
。
、ま
た
：、
屢
々
指
摘
さ
れ 

る
よ
う
に
、
史
料
に
記
載
さ
れ
ぬ
人
口
、
ま
た
現
実
に
は
い
な
い
人
ロ
が
そ
れ 

ぞ
れ
存
在
し
■た
こ
.と
も

事

実

で

あ

ろ

う

。

し

か

し
.'
'

こ

れ

ら

の

欠

陥

が

あ

る

か 

'ら
..

と

い

っ

て.、
：
利

用

を.拒
否

す

る

こ

と

は

で

き

ま

い

。
，
お

よ

そ

い

.
か

な

る

資

料 

で
あ
れ
、
百
。ハ
ー
‘ゼ
ン
卜
の
精
確
性
を
萸
求
す
る
こ
一
と
は
で
き
な
い
。
史
料 

の
信
頼
度
.は
：所
詮
は
相
対
的
な
も
の
で
；あ
る
。
'宗
門
改
帳
が
速
年
揃
っ
て
い
る 

場
合
、
記
述
の
矛
盾
は
修
正
：す
る
こ
と
が
で

令
る
。
本
稿
で
用
い
た
神
戸
新
田 

の
.宗
門
改
帳
に
も
勿
：

1

こ
れ
ら
の
欠
陥
は
あ
る
。
修
；止
す
ベ
き
と
こ
ろ
は
修
正 

し
た
が
、
最
大
.の
欠
陥
は
、
結
婚
の
記
述
が
実
際
よ
り
も
お
く
れ
て
い
る
こ
と 

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
出
生
.が
結
婚
に
先
行
し
て
記
載
さ
れ
、
出
生
と
結
婚
に 

関
す
る
統
計
の
信
頼
度
を
低
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
史
料
に
初
め
で 

結
婚
の
.状
態
が
記
さ
れ
た
前
年
に
結
婚
が
行
わ
れ
た
：.と
レ
た
；た
め
、
婚
前
の
出 

産
が
あ
る
て
い
ど
み
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
妻
の
出
生
年
代
に
随
っ
て
、

一
 

八
〇
〇
年
を
境
に
.前
後
一
一
.期
に
分
け
た
場
合
、
前
期
で
は
総
出
生
数
三
四
一
に 

対
し
て
、
九
％
強
に
当
る
三
一
、
後
期
で
は
同
じ
く
四
八
三
に
対
し
て
、
五
％ 

弱
に
当
る
二
三
が
こ
の
よ
う
な
ヶ
ー
ス
に
該
当
し
て
い
る
。
こ
の
処
理
は
な
か 

な
か
面
倒
で
あ
る
が
、
太
体
に
お
い
ズ
結
婚
と
出
生
の
関
係
を
み
る
場
合
に
は 

無
視
し
た
。
'云
う
ま
で
も
な
く
、
こ
、の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
え 

ば

、
前
期
と
後
期
と
で
は
後
期
の
方
が
信
頼
度
は
高
い
わ
け
で
あ
る
。
諸
統
計

'
 

を
ニ
つ
の
時
期
に
分
け
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
差 

邊
を
示
す
た
，め
々
は
な
く
、
よ
り
信
頼

1>
う
る
数
値
を
示
す
た
め

.で
あ
る
。
 

丨
.そ
.の
.伽
史
料

0
処
深
、
統
計
化
に
際
し
て
は
、
前
稿
と
全
く
同
じ
方
法
を
汛 

い
た
。
暦
年
、
年
齢
の
数
え
方
等
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
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出 生 率 ，死 亡 率 ，結 婚 率 •有 配 偶 率 の 変 遷 (指 数 )
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.木
稿
の
作
成
に
当
っ
て
も
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を
え
た
。
史
料
の
大
量
処 

迎
を
行
う
に
は
ど
う
し
て
も
協
同
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
う
い
っ
た 

意
味
で
何
日
も
続
く
単
調
な
計
算
作
業
に
協
力
さ
れ
た
共
同
研
究
者
の
研
究
成 

果
で
あ
る
。
前
稿
で
示
し
た
方
々
の
他
、
特
に
本
稿
で
は
、
千
葉
大
学
の
佐

 々

木

陽

.一
郎
講
師
、
本
塾
国
際
セ
ン
タ
ー
の
長
谷
川
恒
夫
講
師
、
本
塾
大
学
院
の 

安
元
稔
、
三
宅
昱
子
お
よ
び
松
田
瑞
恵
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。
さ
ら
に
、
 

簕
者
は
妻
の
博
子
に
も
屢
々
助
力
を
仰
い
だ
。

(

1)
「

徳
川
後
期
尾
張一

農
村
の
人
口
統
計——

海
西
郡
祌
戸
新
田
の
宗
門
改 

帳
分
析——

」

(

2)

な
お
、
近
く
筆
者
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
こ
の
方
法
の
紹
介
を
含
め 

た
フ
ラ
ン
.ス
人
口
史
の
研
究
動
向
が
発
表
ざ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

.

(

3) 

L. Henry, Ancienne families

OQenevoises. 

1
9
5
6. E. Gautier et 

L. Henry, L
a

 population d
e

o
J
.
£s.
.i

の
500
. 

Q
§
^
2-
- weauvais

a 

le Beauvaisis de 

1
6
0
0
4

^
co
p

s
o>
p
ィ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
最
近
出
饭 

さ
れ
た

W
,
>
, Wrigley (

a
シ 

Introduction toHnglish Historical 

Demography. . 1
9
6
6.

を
み
よ
。

(

4)

い
く
つ
か
の
例
は
前
稿
、

お
よ
び
筆
渚
に
よ
る
別
の
填
例
報
告
、

「

宗
門 

改
帳
を
通
じ
て
み
た
信
州
横
内
村
の
長
期
人
口
統
計——

文
十 

'
 一
ー
明
治
四 

年——
」

経
済
学
年
報
10
、
所
収
で
示
し
て
お
い
た
。

.•

(

5)

勿
論
、
厳
密
に
い
え
ば
、
そ
の
妻
の
出
産
か
否
か
‘と
い
う
疑
問
於
生
ず
る
’ 

€>
.で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ヶ
ー
ス
の
直
後
に
必
ず
結
婚
が
行
わ
れ
て
.い
る
と 

こ
ろ
か
ら
、
そ
の
妻
.に
よ
る
出
産
と
見
做
し
た
。

■;:

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計
続
篇

I I 

.

.

.

,

第

.一
表
は
、
前
稿
で
省
略
し
た
神
戸
新
田
の
戸
口
変
遷
表
で
あ
る
。
数
字
の 

と
り
方
に
つ
い
て
は
、
前
稿
、
お
よ
び
信
州
横
内
村
の
_

例
を
扱
っ
た
別
稿
と 

同
じ
で
.あ
る
。
こ
の
村
の
史
料
に
は
、
出
稼
入
稼
の
記
載
が
な
い
の
で
、
戸
口 

数
は
一
応
本
籍
人
口
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
出
稼
入
稼
の
数
は
全
く
少
な
か 

っ
た
よ
ぅ
な
の

で

、

現
佐
人
口
と
；の
間
に
も
あ
ま
り
大
き
な
開
き
は
な
い
。

こ
の
表
に
み
ら
れ
る
如
く
、
神
戸
：̂

田
に
お
い
て
は
、
当
該
期
間
に
人
口
に 

お
い
て
約
ニ 

•
五
倍
に
、
家
数
に
お
い
て
約
ニ 

•三
倍
に
増
大
し
た
。

人
ロ 

は
、
前
半
の
方
が
増
加
率
が
高
い
が
、
’平
均
す
る
と
年
〇

.
九
％

の
増
加
率
を 

維
持
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
増
加
は
、
こ
の
村
'で
み
る
限
り
明
ら
か
に
自
然 

増
大
にH

る
も
の
で
、
出
生
が
死
亡
を
上
廻
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
出
生 

率

•
.死
亡
率
、
お
よ
び
、
出
生
率
に
強
い
影
響
を
与
え
る
結
婚
率
と
出
産
可
能 

期

間(
一

六
歳—

五
〇
®

の
女
子
の
有
配
偶
率
.の
変
化
を
ダ
ラ
フ
に
示
す
と
、
 

第
一
図
の
如
く
で
あ
る
。
.
こ
こ
で
は
各
年
の
，数
値
の
五
年
間
移
動
平
均
を
と 

り
、
そ
れ
を
指
数
化
し
た
。
指
数
化
に
当
っ
て
は
、
各
数i

g

の
当
該
期
間
中
の 

算
術
平
均
を
基
準
と
し
て
、
.

―

す
な
わ
ち
、
出
生
率=

三
ニ 

.五
六
%
、
死 

亡
率
！

三

•
一
六
%
、
結

婚

率(

結
婚
件
数
：を
総
人
口
で
除
し
た
数)

七

.
三 

九
%>
、

有

配

偶

率

(

有
配
偶
状
態
に
あ
る
女
子
の
数
を
同
一
年
齢
の
女
子
総
数
で 

除
し
た
数)

,'=
1
4

五

•
〇

一
！
％

、n -
尸
平

均

人

数"
六
、
〇
四
八
人
：を
そ
れ
ぞ 

れ
ー
〇
〇
と
し
て
I

と
っ
た
.。
 

.

■

こ
の
.
.ク
ラ
.■フ
.か
.ら
；、'
_次
の
よ
ぅ
.な
特
徴
を
.読
み
と
る
こ
と
.が
.で
き
る
*
.
.
.
各
数
. 

値
と
も
周
期
的
な
波
動
を
繰
返
し

.て
い
る
。
尤
も
死
.亡
率
は
、.
短
期
間
し
か
判

五

五

ハ

ー

：
ハ
匸

■ . 1790 1795 1800 1805 1810 1815 1820 1825 1830



年代 1778 〜 1801〜 1826 〜 1851〜
一家族内\  
-魅麗組敦一^ ^

1800 1825 1850 1871

0 12.0 20.4 19.8 13.8
1 67.3 66.1 ' 5 9 . 8 64.0
2 19.0 10.4 10. 2 20.9
3 1.5 1.0 0.6 1.1
4 0.2

平均夫婦組数 1.10 0. 90 0.82 1.10

第 三 表 一家族当1) の夫婦組数，（％)

第二表年齢階層別有配偶率 （％)

時期 1778 〜 1801へ 1826 〜 1851〜
年齢

1800 1825 1850 1871

1 6 -2 0 0 0.6 0 0
2 1 -2 5 2.6 8.2 8.5 ，7.7

男 2 6 -3 0 24.7 38.6 34.7 34.1
3 1 -3 5 56.9 63.4 68.1 69.6
3 6 -4 0 85.1 77.0 81.2 85.5

子 41—45 95.8 81.3 86.9 8 7 .1
4 6 -5 0 98.9 86,2 83.9 90.4

計 45.3 42.0 46.3 43.5
21歳〜50歳計 55.8 52.4 57.1 54.9

1 6 -2 0 6.2 7.1 3.2 9.5
21—25 37.2 46.9 34.4 42.6

女 26—30 67.9 72.0 78.1 ' 75.4
31—35 82. 9 72.9 86.0 84.5
36—40 92.3 72,1 83.0 70.0

子 41—45 80. 7 64.8 77,0 69.0
46—50 77.0 56. 6 65.2 71.9

計 56.0 52.8 53.0 54.6

(
1)

「

宗
門
改
帳
を
通
じ
て
み
た 

信
州
横
内
村
の
長
期
人
口
統
計J

(

2)
前
掲
で
は
、
数
え
年
ニ
歳
に 

お
.け
る
平
均
.余
命
'
與
子
三
三
，

一
一
歳
、
女
子
三一

•
六
歳
と
し 

た
が
、
こ
れ
は
资
料
処
理
の
際 

の
誤
差
で
、
本
稿
の
ご
と
く
訂 

正
す
る
。三

こ
こ
で
は
、family roconstruc- 

I. t
i
o
n

法
を
適
用
し
て
夫
婦
の
■人
口
学 

|

的
行
動
の
追
跡
調
沲
を
行
ぅ
。

次
に 

|

示
す
の
は
こ
の
調
夜
の
た
め
に
川
い 

|

た
ヵ
ー
ド
で
あ
る
。

神
戸
新
田
の
宗 

一

門

改

帳

か

ら

作

製

し

た

カ

ー

ド

数

、

第

二

表

は

男

女

の

年

齢

階

層

別

有

配

偶

率

、
第
一
一
一
表
は
一
家
族
当
り
の
夫
婦 

組
数
で
、
前
稿
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
数
値
は
い
ず 

れ
も
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
し
た
構
成
比
率
で
あ
る
。
ほ
ぼ
二
十
五
.年
毎
に
区
切
つ 

た
時
期
の
算
術
平
均
で
示
し
て
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
間
に
、
数
値
の
変 

•化
は
あ
る
と
し
て
も
、
大
体
に
杈
い
て
、.
信
州
横
内
村
の
_
例

と

比

較

す

る 

と
、
そ
の
村
の
徳
川
時
代
後
半
に
近

'く
、
.
こ
の
あ
た
り
が
小
家
族
化
の
進
ん
だ 

近
世
農
村
の
平
均
的
な
数
値
で
あ
ろ
う
。

邀
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
ロ
統
計
続
篇

五

七

.(

一
ー
六
ー
ー
ー

)

す
な
わ
ち
、
史
料
上
に
あ
ら
わ
れ

.た
夫
婦
の
組
数
は
、
.合
計
二
三
七
で
、
そ
の 

内
訳
は
第
四
表
に
示
す
如
く
で
あ
る
。
こ
の
程
度
の
斯
例
で
は
、
偶
然
的
偏
羞 

が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
妻
の
出
生
年
代
に 

随
つ
て
二
分
し
、

一
八
〇
〇
年
以
前
に
妻
が
出
生
し
た
一
〇
八
の
ヶ
ー
ス
と
、

一
八
〇

一
年
以
後
の 

一
二
九
の
ヶ
ー
ス
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
前
期
*
後
期
と 

呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
ぅ
。
さ
き
に
も
述
べ
た
如
く
、
史
料
の
信
頼
度
は
、
こ
の
村 

の
場
合
後
期
の
方
が
高
い
の

.で

.、
以

下

に

，示

す

諸

数

値

も

、

ど

ち

ら

か

と

い

え

第二図 年齢別の平均余命

く基に齢年亡死の人83T
i

女人13
7

男の年2治明
I年9保天

五

六

(

一
.

一

六
ニ)

ら
な
.い
の
で
.、.
は
.っ
き
り
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
波
動
の
間 

に
、
相
関
関
係
が
あ
.る
か
、
と

-^
う
こ
と
に
，な

る

と

、

出

生

率

と

結

婚

率

と

の 

間
に
は
、
や
や
タ
■ィ
ム
ラ
グ

.は
あ
る
と
し
て
も
、
関
係
が
あ
る
よ
う
に
み
え 

•る
。
最
も
明
確
な
の
は
、

ー
戸
平
均
人
数
と
出
生
率
の
関
係
で
、-
前
者
が
少
な 

い
時
期
に
出
生
率
は
高
く
、
逆
に
，多
い
時
期
に
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

一
戸
平 

均
人
数
が
少
な
い
と
.い
う
こ
と
は
、
小
家
族
化
が
進
行
し
て
い
る
状

態
で
あ
る 

か
ら
、
こ
れ
は
分
家
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
し
ば
ら
く
出
生
率
が
高
く 

維
持
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
そ
し
て
あ
る
期
間
を
経
過
す
る
と
、：
二
尸
平
均
人 

数
は
多
く
な
り
、
出
生
率
へ
の
チ
ヱ
ッ
ク
が
.み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が 

.

.波
動
現
象

.の

.原
因
と
し
て
説
吸
し
う
る
か
否
か
に
つ

.い
て
は
俄
か
に
は
®
め 

難
い
。
結
婚
率
に
つ
い
.て
は
、
十
五—

二
十
年
毎
に
ピ
ー
ク
が
あ
っ
て
、
出
生 

率
の
波
動
と
ほ
と
ん
ど
同
期
の
リ
ズ
ム
を
繰
返
し
て
い
る
。

一.定
期
間
の
.死
亡
年
齢
か
ら
、
年
齢
別
生
存
率
お
よ
び
死
亡
率
を
求
め
る
こ 

と
が
で
き
る
こ
と
は
、
前
稿
.に
お
い
て
示
し
た
如
く
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
湯 

合

、

一
村
限
り
の
人
口
.で
は
、
事
例
数
が
乏
し
い
上
、
そ
の
内
部
で
人
口
学
的 

な
変
化
が
あ
っ
た
か
も
.し
れ
な
い
長
期
間
を
と
る
た
め
、
得
ら
れ
る
数
値
に
つ. 

い
て
-は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
研
究
の
現
段
階
に
お
い
て 

は
、
事
例
を
多
く
.収
集
し
、
発
丧
し
て
行
く
こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
も
の
と
考 

え
ら
れ
る
。
第
二
図
は
、
前
稿
の
資
料
か
ら
え
た
、
年
齢
別
の
平
均
.余
命
を
グ 

ラ
フ
化
し
た
も
の
で
.あ
る
。
宗
門
改
帳
の
記
載
の
性
質
か
ら
、
出
生
時
の
数
値 

4
求
め
え
.な
い
。
数
え
年
.ニ
歳
に
'お
け
る
そ
れ
は
、
男
三
ニ 

•〇
歳
、
女
三
〇

• 

〇
歳
で
、
男
女
と
も
九
歳
で
ピ
ー
ク
に
達
し(

男
三
九

•
〇
歳
、
女
四 
一
•
一
 

歳)

以
下
ほ
ぼ
並
行
し
な
が
ら
下
降
し
て
い
る
。



第四表査崙カードの分類

区分

結婚年代
A X A ⑧

12
26
21

B

17
32
34
14

A B C A C

1

計

1776—1800 
1801—1825 
1826—1850 
1851—1871 

不 明 24 6 4

7
39

29 
58 
62 

. 53 
35

計 24 6 59 97 4 46. 1 237

妻の出生年代

1701—1725 1 1
1726—1750 14 5 19
1751—1775 10 11 13 34
1776—1800 23 30 1 54

1801—1825 25 36 3 4 68
1826—1850 18 39 1 58
1851—1875 3 3

計 , 2 4 6 59 97 4 46 1 237

区 分 A は 最 初 の 史 料 （安永 7 年の宗門改帳）にすでに夫婦であったもの。

X A は A の内，最初の史料で妻がすでに51歳以上のもの。

⑪は結婚年代が判り，且つ妻が51歳以上まで結婚を継続したもの。

B は結婚年代が判るが，妻が50歳未満に結婚を終了したもの。

A B は B の内，結婚年代が不明のもの。

C は結婚年代が判るが，妻が50歳未満で最終の史料（明治 4 年の宗門改帳）に至った

第五表結婚の行衛

ヽ\ ^  時期 

区分
前 期 後 期 計

1 ) 继続 53 26 79
2 ) 妻が死亡 10 20 30
3 ) 夫が死亡 28 20 48
4 ) 離婚 0 7 7
5 ) 引越 0 2 2
6 ) 不明およびその他 ‘ 11 7 18

計 102 82 184

1 ) の継続は，妻が50歳までその結婚が継続した 

場合。

段

家 番 号

夫 の 名 前 出身地 結 婚  
固 数

結 婚  
年 齢 出生の年代 死亡の年代 死 亡 年 齢

妻 の 名 前 同 上 同 上 同 上 同_ヒ 同■上 同 上

}結 婚 終 了 の 年 代

'結婚終T

词 . 上

結 婚 继 続 期 間

出稼

. 結 婚 終 了 理 山

洱婚

妻の
年齢

15歳 
以下

16〜 
20

年
齢

別

結

’婚

継

he

出
産
時
の
年
齢
別
出
生
回
数

j 第 1 -7 

2 

3

出 生 時 の  
母親の年齢 fHj m 出生年がi 死亡年 =死亡年敗1 .

21〜 
25

期

間
4

26〜 
30 5

}

31〜 
35 6

36〜 7

41マ 
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46〜 
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51
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\
分继妻夫離
引不の

ム
RO

年 

/区

1)
2)
3)
4)
5)
6)
1)
場

.

.媚 

/

_

_

__

_

_

_

_̂_
_
_,

IP
婿
の
行
衛
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
第
六•

七
表

の
。
_

は
、
離
死
別
後
の
夫

*
妻
そ
れ
ぞ
れ
.の
行
動
で
あ
る
。

も

C
夫
は
年
齢
が
若
け
れ
ば

.(

四
〇
歳
を
境
と
し
て)

苒
婚

は
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
妻
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
難

A

し
か
つ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
人
口
学
的
に
み
た
場
合
、
中
心
と
な
る
の
は

は
.後
如

の
方

'か

高

い

と

い

ぅこ
と
に
な
る
の
で
あ
る6 

第
五
表
は
、
以
上
の
事
例
の
内
、
第
四
表
の
乂
人
、

.

c
、<

I
C

を
除
い
た
残
り
の
一
八
四
例
に
つ
い
て
、
妻 

.

の
出
産
可
能
期
間(

一
六
歳〜

五
〇
歳)

に
•お
け
る
結

徳

川

後

期

尾

張

一

農

村
.の
人
口
•統

計

続

篇
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六
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一
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六
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0
&
0

Mf
n

0 

冶

r

rr
賤

0
邙

蓉

\ \ 区分
期 後 期 合 計

妻の年齡\ ^ 延年数 出生数 出産率 延年数 出生数 出産率 延年数 出生数 出産率

16—— 20 45.0 18 0 .400 69.0 26 0. 377 114.0; 44 0.386
21—— 25 225.5 70 0 .310 334.0 142 0.425 559.5 212 0,379
26— 30 328.5 84 0. 256 459.0 129 0.281 787.5 213 0. 270
31—— 35 352.5 85 0. 241 396.0 85 0 .215 748.5 170 0.227
36—— 40 338.5 66 0 .195 295.0 53 0 .180 633.5 119 0.188—
41—— 45 306.0 28 0 .092 200.0 22 0.110: 506.0 50 0.099
46-一 -50 273.5 2 0 .007 150.5 2 0 .013 424.0 4 0,009

•計 1869.5 353 0 .189 1903. 5 459 0.241 3773.0 812 0 .215

第八表年齢階層別出産率

■や
は

り

妻

の

■行

動

で

あ

る 

か
ら
、
以
後
は
そ
れ
を
中 

心

と

じ

て

考

察

を

.下

そ

A
、
出
産
率(fertility). 

ノ 

.ま
ず
、
妻
の
.年
齢
階
層 

..別
の
出
産
率
を
..み
.る
。
.第 

八
表
は
、
五
歳
き
ざ
み
の 

各
年
齢
階
層
に
お
け
る
、
 

出
生
数
お
ょ
び
出
産
率
を

.
 

示
し
た
も
の
で
あ
，る
0 
..た 

だ
し
、
結
婚
前
の
出
生
は 

除

外

し

た

.
。
延
年
数
と
は
へ 

各
年
齢
階
層
に
お
け
る
妻 

の
坐
存
延
年
数
合
計
で
あ 

る
。
結
婚
発
生
の
年
お
ょ 

び
結
婚
終
了
の
年
は
、
そ 

れ
ぞ
れ
〇

•

五
年
と
し
た 

た
め
端
数
を
生
じ
た
。
出 

産
率
は
、
出
生
数
を
延
年 

数
で
除
し
た
数
値
で
あ
る 

か
ら
.、
妻
一
人
の
一
年
当

り
の
出
産
回
数
を
示
す
こ
と
に
な
る
タ
年
齢
に
上
る
出
産
率
にI

定
の
傾
向
の 

あ
.る
こ
と
は
、
第
八
表

'

の
. ：

結
果
を
'ダ
ラ
フ
化
し
.た
第

三

図

，に

明

ら

か

で

あ

る
。
.
 

前
期
と
後
期
で
は

.や
や
勾
配
が
異
な
る
が
、
,'
-;史
料
記
載

.の
信
頼
度
か
ら
、

一
応

’ 

後
期
の
方
に
信

第E 図年齢階層別出産率

を
お
く
と
、
出 

産
率
は
二
十
一 

.歳〜
r

一
 
十
.五
歳
. 

に
お
い
て
最
も 

高
く
如
下
急
速 

に
低
下
し
て
い 

る
。
二
十
歳
未 

‘満
で

.は

却

っ

て 

低
い
が
、
こ
の 

傾
向
は
一
般
に 

認
め
ら
れ
る
と 

こ
ろ
で
あ
る
。

前

期

の

数

値

は
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
結
婚
の
記
載
が
不
充
分
の
た
め
か
、
み
か
け
の 

上
で
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
実
際
の
結
婚
延
年
数
は
表
よ
り
も
長
く 

な
っ
て
い
る
か
ら
、
出
産
率
は
'実
際
よ
り
も
高
い
と
い
ぅ
結
果
を
生
ず
る
か
ら 

で
あ
ろ
ぅ
。

.

第
九
表
.は
、
五
歳
き
ざ
み
の
各
年
齢
階
層
毎
の
出
生
数
に
よ
る
分
布
で
、
こ 

れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
を
構
成
す
る
五
年
間
、

フ
ル
に
結
婚
状
態
を
継
続
し

六 
一
.(

ニ

六

七)

46才 I 
60才

41才 I45才
16才 21才 26才 31オ 

) I i i 
20才 25才 30才 35才

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計
続
篇



第四図各年齢階層内の出生数別の構成比率（その一 前期)
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て
い
る
も
の
の
み
を
.と
っ
た
。
第
四
図
は
ダ

ラ
フ
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
.構
犮 

比
率
を
と
っ
た
。
.い
ず
れ
の
'図
表
と
も
.、
前
記
の
場
合
と
同
様
、
信
頼
窆
は
後 

期
の
方
が
高
い
。

次

に

'

結

婚

年

齢

に

よ

る

出

産

率

へ

の

影

響

は

ど

う

だ

ろ

う

，
か

。

第

五

図
 

は
、
結
婚
年
齢
に
よ

..る
五
歳
き
ざ
'み
年
齡
毎
の
出
産
率
で
あ
る
。
前
期
に
お
い 

て
は

'!.
料

記

載
上
の
欠
陥
が
強
く
影
響
し
て
い
る
こ
.と
を
考
慮
'に

入
れ
る 

と
、
出
産
率
は
結
婚
年
齢
が
お
そ
い
.ほ
ど
、
大
体
ど
の
年
齢
に
お
い
て
も
高
く 

な
っ
て
い
る
こ
と
へ
が
_
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
結
婚
年
齢
が
お
そ
く
な 

っ
て
も
出
生
数
は
そ
れ
に
比
例
し
て
は
•下
ら
な
い
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
結
婚
の
継
続
期
間
と
出
生
数
の
関
係
を
み
よ
う
。
前
掲
の
図
表
に 

よ
っ
て
、
四
十
一
歳
以
上
で
は
出
産
率
は
急
速
に
低
下
す
る
の
で
、

こ
こ
で
は
‘ 

十
六
歳〜

四
十
歳
の
妻
に
つ
い
て
、

そ
の
期
間
内
に
お
け
る
結
婚
継
続
年
数
と

出
生
回
数
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
と
す
る
。
第
十
表
に
み
る

to
く
、
両
者
の
関 

係
は
最
も
明
瞭
で
、
結
婚
継
続
期
間
が
五
年
延
び
る
飯
に 

一
.
ニ〜

 
一
•
四
程 

度
出
生
回
数
も
増
大
し
て
い
る
。

,

B
出
生
間
隔 

一
 

.

次
に
、
出
生
の
間
隔
に
つ
い
て
み
ょ
ぅ
。
こ
の
場
合
、.
妻

が

出

^
}
可

能

期

間
 

の
終
了
ま
で
結
婚
状
態
が
继
続
し
た
ヶ
ー
ス
、
す
.な
わ
ち
、
第
四
表
の
分
類
⑧ 

を
と
り
出
し
、
そ
の
_
例
に
つ
い
て
観
察
を
行
ぅ
。：

前
期
の
三
十
四
例
中

、

三 

例
は
出
生
数
ゼ
ロ
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
ヶ

ー

ス
数
は
三
十
一
と
な
っ
て
、|
 

る
。
出
生
間
隔
は
、
出
生
が
同
一
の
年
に
行
わ
れ
た
場
合
を
ゼ
ロ
と
し
た
。
結 

婚

か
ら
第

一

子
の
出
生
に
至
る
間
隔
も
同
様
で
あ
る
。
，
前
期
.に
こ
の
期
間
ゼ
ロ 

が
多
い
の
は

、.
繰
返
す
ょ

ぅ

に

、
結
婚
の
記
載
が
不
確
か
な
と
こ
ろ
か
ら
来
る
。



第五図結婚年齢による每年齢層}こおける出産率

結辦年令 16〜 20 
結婚年令21〜 25 
結婚年令26〜劝 
結婚年令31〜 35

出の16才 21才 26才 31オ 3(3才 41オ 46才 
産年 r  \ I ! : I \ ■ I  I
時令20才 25才 30才 35才 40才 45才 50才

% 。

500

400

300

〔後期〕
•結婚年令16〜 20 
.結婚年令21ャ25 
-結婚年令26今30 
' 結婿年令31〜 35

100

産 
率 
出<
産ご
時-

六

四

a

一：七o
)

こ
の
表
で
み
る
限
り
、
第
一
子
の
出
生
を
除
い
て
、
.そ
れ
以
後
は
出
生
間
隔
と 

出
生
順
位
と
の
間
に
は
特
に
関
係
は
な
い
ょ
う
に
み
え
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も 

間
隔
は
三
年
前
後
で
、
順
位
が
先
に
行
く
ほ
ど
間
隔
が
ひ
ら
く
と
い
う
予
想
は 

外
れ
、
ほ
ぼ
等
間
隔
で
あ
る
こ
と
が
ら

"
次
の
.こ
と
が
.い
え

そ

う

で

あ

る:0
出 

坐
数
が
多
い
場
合
も
少
い
場
合
も
、
そ
の
間
隔
に
は

^
化

は

な

い

。
.
年

齢

に

随 

っ
て
出
産
申
が
低
下
す
る
の
は
、

出
産
を
停
止
し
て
し
ま
う
も
の
が
次
第
に
多 

く
な
る
か
ら
で
あ
る
と
。

第

十

二

表

は

、

最

終

の

出

産

時

に

お

け

る

妻

の

年

齢

を

示

し

た

.0
事

例

数

が 

少

い

た

め

、
.
はっ
き
り
し
た
傾
向
は
掴
み
難
い
が
、
や
は
り
出

生

数

が

増

大

す 

る
に
随
っ
て
最
終
出
産
時
の
年
齢
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
平
均
的
に
は
一
順

 ̂

毎
に 

一
*.
五
年
程
度
の
の
び
が
あ
る
こ
と
に
な

.る
。
.
.

.
C、
幼

児
死
亡

■

.

-

.

.

.

.

こ
の
村
の
幼
児
死
亡
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
稿
で
示
し
た
如
く
、
登
録
さ
れ 

た
者
の
内
ニ
〇
％
以
上
が
五

.歲
未
満
で
死
亡
し
て
い
ん
。
本
稿
で
は
、
出
生
順

き
十

平
均
間
隔

(
年
）
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出産時の妻の年齢と幼児死亡率

no 42 31 23 9 1
237 208 157 102 44 4

年
齢
層
別
の
幼
児
死
亡
、，
第
七
図
は
、
前

期•
後
期
を
合
算
し
た
グ
ラ
フ
化
で 

あ
る
。
前
表
と
同
じ
く
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
幼
児
死
亡
率
は
や
や 

高
く
な
っ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
、

i}
?

例

数

の

不

足

で

何
 

と
も
云
え
な
い
。
た
だ
二
十
歳
以
下
の
場
合
で
は
明
ら
か
に
死
亡
率
の
低
い
の 

率

|——
——

^

そ

.は
、
や
は
り
年
齢

へ 第七図 
3
^  %0 

30Q]

5700

41

ふ
 

3G

ふ
 

31〜

35 

2G〜

30 

21〜

25 

16〜

20 

苹
令

分子= そ図中の分数は，分母= 出生数 

の出生の内5 歳未満の死亡数

に
ょ
っ
て
死
亡
率 

.に
一
定
の
影
響
の 

あ
り
得
る
こ
と
を 

示
唆
し
て
い
る
。

D

そ
の
他
の 

指
標 

す
で
に
前
稿
に 

お
い
て
も
、
生
涯 

婦
人
出
産
力
を
示

し
た
。
そ
こ
で
は
、
結
婚
年
齢
と
出
生
数
の
関
係
を
み
た
。
こ
れ
を
求
め
る
に 

当

っ

て

.%
、

一
種
の
行
動
追
跡
調
査
法
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は 

ョ
リ
徹
底
し
た
方
法
に
ょ
っ
た
結
果
だ
け
を
示
す
と
、
結
婚
年
齢
一
六〜

ニ
〇 

歳
の
場
合
、
平
均
出
生
数
七

•
四
ニ
、
後

期

七
V

一一
九
、
ニ

一
〜

ニ
五
歳
で
、
 

前

期

四

•
六
ニ
、
後

期

六

.
ニ
七
、
ニ
.六〜

三
〇
歳
で
、
前
期

三

•
七
五
、
.後 

期

四

•
〇
〇
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
前
稿
の
結
果
と
ニ
致
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
村
は
新
田
村
で
あ
り
、
且
つ
.徳
川
末
期
に
.至
る
ま
で
開
拓
が
進
め
ら
れ 

て
い
た
か
ら
、
人
口
と
資
源
と
の
結
合
は
、
当
時
の
わ
が
国
と
し
て
は
例
外
的

位
や
出
産
時
の
妻
の
年
齢
と
幼
児
死
亡
率
と
の
関
係
を
取
り
扱
ぅ
。
第
十
三
表 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
也
順
位
に
お
け
る
五
歳
未
満
で
の
死
亡
を
示
す
。
ま
た
第 

六
図
は
表
の
最
下
撊
の
各
順
位
に
お
け
る
平
均
幼
児
死
亡
率
を
図
示
し
た
も
の 

で
あ
る
。
図
表
か
ら
み
る
限
り
、
出
生
順
位
に
よ
る
死
亡
率
に
は
変
化
が
あ 

る
。
第
七
子
以
後
は
ヶ
ー
ス
が
少
す
ぎ
る
の
で
、
こ
れ
を
除
外
す
る
と
、
第
四 

子
以
外
で
は
出
生
順
位
が
お
そ
く
な
る
に
随
つ
て
、
死
亡
率
は
や
や
高
く
な
つ 

て
い
る
。
第

一

子

•
ニ
子
で
は
二
割
の
線
が
、
第

五

子

•
六
子
で
は
二
割
五
分 

に
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
®
例
数
が
少
く
、
こ
の
村
の

ヶ
ー
ス
だ
け
で
結

別幼児死亡率第 六 図 出 也 1

4
12'If

- .

32
133 1

37
m

.32
159 T

14
108

1
23

% 。

300

00

死亡率

生ノ

図中の分数は，分母= 出生数，分子= その出生の内

歳未満での死亡数

論
を
下
す
こ
と
は 

避
け
る
べ
き
で
あ 

ろ
う
。
た
だ
こ
こ 

で
は
、
そ
の
よ
う 

な
可
能
性
の
あ
る 

こ
と
の
み
を
指
摘 

す
る
に
と
ど
め
よ 

う

。最
後
に
、
出
産 

時
の
妻
の
年
齢
に 

よ
る
幼
児
死
亡
へ 

の
影
響
は
ど
う
だ 

ろ
う
。
第
十
四
表 

は
五
歳
き
ざ
み
の

秘
.川
後
期
尾
張」

農
村
の
人
口
統
計
続
篇

六

七

(

一
一
七
三)



第十四表出生時の®の年齢と幼圯死亡率

前 期 ' 期 合 計

出生時の妻の年齢 出生.数 幼圮死亡数 死亡率％ 出生数 幼児死亡数 死亡率％ 死 亡 率

15歳以下 1 0
16—— 20 22 3 . 136 . 4 35 6 171.4 157.9
21-— 25 85 20 235.3 152 30 197.4 211.0
26—— 30 78 9 115.4 130 33 253.8 201.9
31—— -35 72 13 180.6 85 18 211.8 .197.5
36— -40 50 11 220.0 52 12 230.8 225.5
41—— 45 21 4 190.5 23 5 217.4 205.5
46—— 50 2 0 2 1 500.0 250.0

計 330 60 181.8 480 105 218.8 203.7

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計
続
篇

に
皮
好
で
あ
っ
た
。
そ
の 

た
め
、
人
口
制
限
の
行
わ 

れ
た
形
跡
は
な
い
。

ま
た 

出
稼
に
よ
る
労
働
力
の
流 

出
も
な
か
っ

た
よ
ぅ
で
あ 

る
。
人
口
制
限
が
行
わ
れ 

な
力
つ
た
で
あ
ろ
ぅ
こ

と
 

は
、
出
屯
に
際
し
て
の
性 

比
で
示
す

こ
と
が
で
き 

る
。
前
期
•
後
期
い
ず
れ 

を
と
つ

て

も

ま
た
と
の 

出
生
順
位
に
お
い
て
も
、
 

不
，!z
l
然
な
偏
り
は
な
く
、
 

制
限
の
行
わ
れ
た
形
跡
は 

な
い
の
で
あ
る
。

(

1)

こ
の
ヵ
ー
ド
の

作
製
に
当
っ
て
は
、
 

w
. Gautier 

と

e
. 

H
e
n
r
y

に
よ
る
北
仏

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
ク 

リ
ユ
レ
地
方
の
人
口 

史

研

究

に

用

'
い

ら

れ
 

た
.調

奄.
力

ー

ド

を

参

照
し
た
。

.

(

2)

前
稿
第
四
表
を
み
よ
。

(

3)

同
第
六
表
を
み
よ
。

四

こ
の
よ
う
な
統
計
的
処
理
に
際
し
て
は
、
事
例
数
の
不
足
は
致
命
的
で
あ 

る
。

一
定
の
傾
向
が
あ
る
か
な
い
か
、
ど
う
と
も
と
れ
る
場
合
が
腿
々
也
ず
る 

市
は
已
む
を
得
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
辛
抱
強
く
事
例
の
集
積
を
な
す 

べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
史
料
は
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
あ
た
、
 

史
料
の
質
に
つ
い
て
も
決
し
て
低
い
と
い
う

-%
の
で
は
な
か
ろ
う
。
西
欧
の
人 

ロ
史
学
が
、
史
料
の
不
足
か
ら
、
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
で

-family reconst­
ruction 

m
e
t
h
o
d

も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
が

-
多
く
の
事
例
を
集
め
、

hi­

storical 

d
e
m
o
g
r
a
p
h
y
.

と
い
う
一
つ
の
研
究
分
好
を
開
拓
し
て
い
る
の
に
較 

ベ
れ
ば
、わ
が
固
の
場
合
は
史
料
の
上
で
は
遙
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

た
だ
そ
の
ま
ま
で
は
近
代
的
統
計
で
は
な
い
し
、
全
国
統
計
も
な
い
の
で
、
個 

別
的
市
例
を
多
数
集
稂
し
、
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
必
要
な 

も
の
は
何
よ
り
も
忍
耐
心
で
あ
ろ
う
。
本
稿
も
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
全 

く
一
つ
の

fact-finding

に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
わ
ず
か
ー
村
の
亊
例
で
、
 

全
国
の
傾
向
を
推
定
す
る
こ
と
も
到
底
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
一 

事
例
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
年
の
宗
門
改
帳
と
い
う
人
口
史
研 

究
に
と
っ
て
絶
好
の
資
料
は
、
従
来
あ
ま
り
に
も
軽
く
扱
わ
れ
て
来
た
。
前
稿 

お
よ
び
本
稿
で
示
し
た
諸
図
表
が
そ
の
す
べ
て
で
は
決
し
て
な
い
の
は
勿
論
で 

あ
る
が
：、
と
も
、か
く
こ
れ
だ
け
の
結
果
は
得
ら
れ
る
の
で
あ
る

。■

六

九

(

一
一
七
五)
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family reconstruction m
e
t
h
o
d

は
、
元
来
は
人
口
の
自
然
増
減
、
結
婚 

に
関
す
る
記
録
の
み
し
か
な
い
西
欧
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宗
門
改
帳 

が
存
在
す
る
わ
が
国
で
は
、reconstruction

は
不
要
な
の

'で
あ
る
が
、
そ
の 

過
程
で
開
拓
さ
れ
た
夫
婦
の
人
口
学
的
行
動
追
跡
調
査

‘法
は
、
人
口
史
研
究
に 

と
っ
て
非
常
に
有
用
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
用
い
な
か
っ
た
前
稿
と
、
本
稿 

と
を
比
較
す
れ
ば
明
瞭
で
あ
る
。
特

に

fertility

の
分
析
に
お
い
て
そ
の
効 

果
は
大
き
い
。
人
口
変
動
の
一
要
素
と
し
てfertility

の
重
要
性
に
つ
い
て
は 

今
こ
こ
に
繰
返
す
必
耍
も
な
い
で
あ

ろ

ぅ

。

勿
論
本
稿
で
何
ら
.の
結
論
を
得
た 

わ
け
で
は
な
い
が
、
今
後
の

^
例
収
集
の
メ
ド
は
つ
い
た
も
の
と
し
て
よ
い
。
 

ま
た
、
同
じ
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
比
較
も
可
能
ど
な
る
の
で
あ 

る
。M/

7
I初
に
述
べ
た
よ
ぅ
に
、
本
稿
は
結
論
を
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い 

し
、
*ま
た
、
あ
ま
り
に
も
琪
例
は
少
す
ぎ
る
。
今
後
の
同
じ
方
法
に
よ
る
分
析 

の
出
発
点
と
し
て
こ
こ
に
発
表
し
た
次
第
で
あ
る
。
 

，

付
記
こ
の
研
究
に
対
し
て
、
昭
和
四
十 
一
•
ニ
年
度
文
部
省
科
学
研
究
费
機 

関
研
究
に
よ
る
交
付
金
が
与
え
ら
れ
た
。

研究ノ ー  卜

戦
後
炭
鉱
労
働
運
動
史
の
一
齣

■

——

三
池
炭
鉱

.

労
働
組
合
編

.「

み
い

.

け
ニ
〇
年」

を
読
ん
で

「

労
働
者
は
と
き
ど
き
勝
利
を
ぅ
る
が
、
そ
れ
は
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
な 

い
。
彼
ら
の
闘
争
の
真
の
効
果
は
、
直
接
の
成
來
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
労
働 

志
の
団
結
が
ま
す
ま
す
ひ
.ろ
が
る
こ
と
で
あ
る」

-
マ
ル
ク
ス

「

三
年
七
ヶ
月
前
、
大
牟
田
市
の
三
池
炭
鉱
爆
発
辦
故
で
一
酸
化
中
涛
に 

な
つ
た
人
た
ち
の
家
族
の

集
ま
り
、

三
池
炭
鉱
労
組(

宮

川

睦

男

組

合

長

) 

の
一
酸
化
炭
素
中
通
患
者
家
族
の
会(

隈
元
皮
子
会
長)

は
、
現
在
、
参
議 

院
祀
会
労
働
委
員
会
で
審
議
中
の

「

一.
酸
化
炭
素
中
涛
症
に
関
す
る
特
別
措 

置
法
案

=
略
称

0
0
法
案」

を
骨
抜
き
に
し
な
い
ょ
ぅ
耍
求
し
て
、
さ
る
一 

一
日
か
ら
同
市
西
港
町
、
三
井
三
池
炭
鉱
鉱
長
室
前
で
約
六
〇
人
が
ニ
交
代 

で
す
わ
り
込
み
を
続
け
て
い
た
が
、

一
四
日
午
後
七
時
す
ぎ
、
約
八
〇
人
の 

患
者
家
族
の
会
の
婦
人
た
ち
が
三
川
鉱
坑
底
に
お
り
、
坑
内
の
す
わ
り
こ
み 

を
は
じ
め
た」

。

こ
れ
は
、
七
月
一
五
_
p付
の
朝
日
新
間
夕
刊
の
記
事
の
冒
頭
の
一
節
で
あ
る 

が
、
こ
れ
を
読
む
渚
は
、
誰
し
も
、
昭
和
三
八
年
一
一
月
九

P
、
午
後
三
時
一

戦
後
炭
鉱
労
働
運
動
史
の
一
齣

飯

，

田
 

鼎

五
分
、
三
井
三
池
鉱
業
所
の
三
川
鉱
の
第
一
斜
坑
に
お
こ
っ
た
炭
塵
爆
発
に
よ 

り
、

一'瞬
に
し
て
四
五
八
名
の
生
命
を
奪
い
さ
り
、
七
五
〇
人
を
こ
え
る一

酸 

化
中
毒
の
被
災
者
を
出
し
た
あ
の
い
た
ま
し
い
三
池
大
変
災
を
思
い
う
か
べ
る 

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
窮
乏
に
追
わ
れ
、
ド
ン
底
の
生
活
に
う 

ち
の
め
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
被
災
者
の
家
族
を
、
そ
の
生
命
の
危
険
を
冒
し
て
坑 

内
に
す
わ
り
こ
み
を
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
状
態
に
お
と
し
い
れ 

た
政
府
は
、
そ
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
く 

し
は
、
何
と
も
い
え
ぬ
や
り
ば
の
な
い
憤
り
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
な 

る
ほ
ど
、

一

酸
化
炭
素
中
啬
症
特
別
措
置
法
は
、
や
っ
と
の
こ
と
で
成
立
を
み 

た
。
し
か
し
そ
れ
も
、
三
池
の
主
婦
た
ち
の
地
底
の
す
わ
り
こ
み
や
労
働
省
前 

で
の
ハ
ン
ガ
ー

•
ス
ト
ラ
ィ
キ
の
よ
う
な
猛
烈
な
抗
議
の
結
果
な
の
だ
。
こ
う 

ま
で
し
な
け
れ
ば
、
労
働
者
の
生
命
や
生
活
を
守
れ
な
い
こ
の
豊
か
な
日
本
、
 

——

国
民
の
多
く
の
部
分
が
、
自
分
は
中
産
階
級
に
属
す
る
と
信
じ
、
自
動
带 

数
は
す
で
に
一
千
万
台
を
超
え
た
と
こ
ろ
の
I

は
、
ま
こ
と
に
不
思
議
な
国 

で
は
な
か
ろ
う
か

。

•

「

私
た
ち
の
生
活
、
ほ
ん
と
の
と
こ
ろ
は
、
経
験
し
た
人
で
な
い
と
わ
か

七

一

(

ニ

七

七)


